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あ
い
に
く
の
天
候
の
中
、
全
国
か
ら
選
手
・
関
係

者
な
ど
約
１
７

５
０
０
人
が
参
加
し
て
、
ひ
た
ち

な
か
市　

笠
松
運
動
公
園
で
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨

城
２
０
０
７
」
の
総
合
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

桜
川
市
で
行
わ
れ
た
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」

に
は
、
全
国
か
ら
66
チ
ー
ム
・
約
１

０
０
０
人
の

選
手
団
が
参
加
。
開
始
式
で
は
、
地
元
か
ら
参
加

の
茨
城
県
Ｄ
（
真
壁
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
）
チ
ー
ム
の
小こ

森も
り

考た
か

司し

さ
ん
が
選
手
宣
誓
、
古ふ

る

谷や

安や
す

男お

さ
ん
が
旗
手
を
務
め
ま
し
た
。

郷
土
代
表
を
胸
に
、
高
齢
者
と
は
思
え
な
い
よ

う
な
ピ
ッ
チ
ン
グ
や
豪
快
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
披

露
。
若
い
人
た
ち
の
大
会
と
見
間
違
え
る
く
ら
い

で
し
た
。

節
目
と
な
る
第
20
回
大
会
を
見
事
優
勝
で
飾
っ

た
、
地
元
か
ら
参
加
の
茨
城
県
Ｄ
（
真
壁
シ
ニ
ア

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
と

応
援
に
駆
け
つ
け
た
中
田
市
長
（
写
真
前
列
中
央
）

4 3 2 1

1

2

2

33

3

3

3

3

4

～ 茨城県D（真壁シニア）チームが優勝 ～

桜川市は「ソフトボール交流大会」会場

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７(

第
20
回
全
国
健
康

福
祉
祭
い
ば
ら
き
大
会)

が
「
さ
わ
や
か
な　

長
寿
の
風

を　

茨
城
に
」
を
テ
ー
マ
に
、11
月
10
日
（
土
）
〜
13
日
（
火
）

に
か
け
て
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
「
全

国
健
康
福
祉
祭
」
は
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
健
康
と
福
祉
の
総
合
的
な
祭
典
で
、
健
康
の
増
進
や
社

会
参
加
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
る
も
の
で
、
昭
和
63
年
に
第
１
回
大
会
が
兵
庫
県
で

開
催
以
来
、
毎
年
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
、
各
開
催
地
の

特
色
を
生
か
し
た
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
県
内
19
市
２
町
で
25
種
目
の
交
流
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
桜
川
市
で
は
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流

大
会
」
開
催
地
と
し
て
、
全
国
か
ら
66
チ
ー
ム
・
約
１

０
０
０
人
の
選
手
団
を
お
迎
え
し
、
市
を
あ
げ
て
の
お
も

て
な
し
や
地
域
間
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

結
果
、
地
元
か
ら
参
加
の
茨
城
県
Ｄ
（
真
壁
シ
ニ
ア
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）
チ
ー
ム
が
、
節
目
と
な
る
第
20
回

大
会
を
見
事
優
勝
で
飾
り
ま
し
た
。
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受章
　おめでとうございます
　平成 19 年　秋の叙勲が内閣府から発表され、桜川市か
ら 3人の方が受章の栄誉を受けられました。今月号では、
２人の方をご紹介いたします。

　

長
岡
さ
ん
は
、
昭
和
34
年

か
ら
４
期
14
年
余
り
旧
真
壁

町
議
会
議
員
を
務
め
、
そ
の

間
、
同
議
会
経
済
委
員
会
委

員
長
な
ど
を
歴
任
。
次
い
で

昭
和
50
年
か
ら
２
期
８
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
旧
真
壁
町

長
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
今
回
、
大
変
名

誉
な
章
に
浴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
は
、
偏
に
、
地

域
の
皆
様
方
の
ご
支
援
の
お

陰
と
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
栄
誉

に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」
と
受
章
の

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

長な
が

岡お
か　

男お

さ
ん元　

真
壁
町
長

（
83
歳
・
真
壁
町
下
小
幡
地
区
）

◆
瑞ず

い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章
し
ょ
う

　

宇
田
さ
ん
は
、
昭
和
36
年

に
下
妻
市
立
上
妻
小
学
校
教

諭
と
し
て
赴
任
し
、
平
成
10

年
に
旧
真
壁
町
立
真
壁
小
学

校
校
長
で
定
年
退
職
さ
れ
る

ま
で
、
学
校
教
育
・
教
育
行

政
の
37
年
間
、
教
育
一
筋
に

奉
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
教
育
の
道
を
ひ

た
す
ら
歩
い
て
き
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
叙
勲
の
栄
を
受

け
た
こ
と
に
感
激
し
て
い
ま

す
。
こ
の
叙
勲
は
、
多
く
の

先
輩
、
後
輩
、
仲
間
や
地
域

の
人
た
ち
、
家
族
の
お
か
げ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
関
係

各
位
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。」
と
受
章
の
喜
び
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

宇う

田だ　

昭あ
き

美よ
し

さ
ん

元　

公
立
小
学
校
校
長

（
70
歳
・
真
壁
町
長
岡
地
区
）

平成 19 年　秋の叙勲

◆

旭
き
ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章
し
ょ
う

　

桜
川
市
で
は
、
岩
瀬
駅
前
の
中

心
市
街
地
（
鍬
田
の
県
西
総
合
病

院
付
近
〜
青
柳
の
塩
田
印
刷
付

近
）
の
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始

を
今
年
の
12
月
中
に
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
県
事
業
の
下
水
道
幹

線
整
備
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
供

用
開
始
を
平
成
20
年
４
月
に
延
期

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
該
当
地

区
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

供
用
開
始
予
定
の
区
域
内
で
、

今
年
12
月
の
供
用
開
始
を
前
提
と

し
て
、
既
に
新
築
・
増
改
築
・
排

水
設
備
の
設
置
等
を
行
っ
て
い
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
家
庭
な
ど

の
排
水
処
理
に
支
障
が
な
い
よ
う

に
市
で
対
応
し
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
連
絡
先
／
下
水
道
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１
、
内

線
１
１
６
５
）

岩
瀬
駅
前
地
区
公
共
下
水
道
の

供
用
開
始
時
期
の
変
更
に
つ
い
て

供
用
開
始
は
平
成
20
年
４

月
か
ら
に
な
り
ま
す

供
用
開
始
に
合
わ
せ
て
既

に
新
築
な
ど
を
し
て
い
る

方
へ

平成 20年４月に供用を開始する排水区域【岩瀬地区】

岩
瀬
郵
便
局

岩
瀬
郵
便
局

岩
瀬
中
央
児
童
公
園

岩
瀬
中
央
児
童
公
園

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

桜川市役所岩瀬庁舎桜川市役所岩瀬庁舎岩瀬福祉
センター
岩瀬福祉
センター

JR岩瀬駅JR岩瀬駅

消防本部岩瀬消防署消防本部岩瀬消防署

岩瀬中央公民館岩瀬中央公民館

岩瀬地区交番岩瀬地区交番

岩瀬運動場岩瀬運動場

県西総合病院県西総合病院

面積約46ha、約500世帯
(鍬田区の一部、西区、東区1・2・3、常盤町、青柳の一部）
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桜
川
市
男
女
共
同
参
画
推
進
プ

ラ
ン
（
案
）
の
策
定
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る
た

め
、※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意

見
公
募
手
続
）
を
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

桜
川
市
男
女
共
同
参
画
推
進
プ

ラ
ン
は
、
男
女
が
社
会
の
対
等
な

構
成
員
と
し
て
、
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
す
る

こ
と
の
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
た
、
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
と
方
向
を

具
体
的
に
示
す
こ
と
で
す
。

　

更
に
は
、
男
女
共
同
参
画
が
家

庭
・
学
校
、
地
域
社
会
、
職
場
な

ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
連
す
る
も

の
と
位
置
づ
け
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大

き
な
目
的
の
一
つ
で
す
。

■
素
案
の
公
表
／
大
和
庁
舎
企
画

課
男
女
共
同
参
画
室
、
岩
瀬
・
真

壁
庁
舎
の
地
域
窓
口
課
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
い
た
し
ま
す
。

■
意
見
提
出
要
件
／
桜
川
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
、
ま
た
は
事

務
所
な
ど
を
有
す
る
方
。

■
募
集
期
間
／
12
月
12
日
（
水
）

〜
平
成
20
年
１
月
11
日（
金
）必
着

■
提
出
方
法
／
「
桜
川
市
男
女
共

同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
（
案
）
に
対

す
る
意
見
」
と
記
入
し
、
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
を
書
い
て
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

・ 

郵
送
お
よ
び
持
参
／
〒
３
０
９

-

１
２
９
３ 

桜
川
市
羽
田

１
０
２
３ 

桜
川
市
役
所　

企
画

課　

男
女
共
同
参
画
室　

宛

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
９
６-

58-

５
０
８
２　

企
画
課　

男
女
共

同
参
画
室　

宛

・ 

電
子
メ
ー
ル
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
内  

専
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
送  

信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
頭
・
電
話
で
の
ご
意
見
は
、

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
先
／
企
画
課
男
女
共
同
参

画
室
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
２
７
３
・

１
２
７
４
）

※
《
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
》

市
の
基
本
的
な
計
画
や
条
例
を

策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、

事
前
に
案
を
公
表
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
伺
い
、
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
最

終
案
を
つ
く
り
、
そ
の
寄
せ
ら

れ
た
意
見
に
対
し
て
市
の
考
え

方
を
公
表
す
る
一
連
の
手
続
き

で
す
。

桜川市男女共同参画推進プラン（案）
の策定にご意見をお寄せください

市民の皆さんのご意見をプランに反映するために、

パブリックコメント（意見公募手続）を実施いたします。

　

現
在
、
桜
川
市
に
お
い
て
運
行
さ
れ
て
い
る
路
線
バ
ス
は
、
利
用

者
数
の
減
少
に
よ
り
、
来
年
度
に
は
一
部
を
除
く
路
線
で
廃
止
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
交
通
手
段
に
不
便
を
き
た
し
て
い
る
方
々
の

現
状
把
握
と
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
整
備
の
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
動
線
調
査
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

実
施
方
法
は
、無
作
為
に
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
２

０
０
０

人
の
市
民
の
皆
様
を
対
象
に
し
て
、
往
復
郵
送
（
封
書
）
の
調
査
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

選
ば
れ
た
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
面
倒
で
も
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
調
査
内
容
／
市
民
の
皆
様
が
外
出
す
る
時
、
ど
の
様
な
用
事
で
・

ど
こ
に
・
ど
ん
な
方
法
で
出
か
け
る
か
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

■
調
査
期
間
／
11
月
下
旬
〜
12
月
上
旬

■
問
合
先
／
企
画
課
企
画
調
整
係
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
２
７
１
）

桜
川
市
の
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
整
備

の
た
め
に　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
動
線

調
査
）
に
ご
協
力
を

〜 

市
内
２ 

０
０
０
人
を
対
象
に
動
線
調
査 

〜

,



　

お
客
様
番
号
は
先
に
ご
登
録
い

た
だ
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
パ

ス
ワ
ー
ド
、
電
話
用
暗
証
番
号
と

共
に
、
チ
ケ
ッ
ト
の
お
申
込
み
や

登
録
内
容
の
変
更
な
ど
の
際
に
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

お
客
様
番
号
は
先
に
ご
登
録
い

た
だ
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
パ

ス
ワ
ー
ド
、
電
話
用
暗
証
番
号
と

共
に
、
チ
ケ
ッ
ト
の
お
申
込
み
や

登
録
内
容
の
変
更
な
ど
の
際
に
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

お
客
様
番
号
は
先
に
ご
登

録
い
た
だ
い
た
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
用
パ
ス
ワ
ー
ド
、
電

話
用
暗
証
番
号
と
共
に
、
チ
ケ
ッ

ト
の
お
申
込
み
や
登
録
内
容
の
変

更
な
ど
の
際
に
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

大和中学校校舎改築工事に
向けて起工式を開催

　

大
和
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
に
向

け
て
の
起
工
式
が
、
建
設
予
定
地
の

羽
田
地
内
（
現
校
舎
南
側
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　

起
工
式
に
は
、
中
田
市
長
を
は
じ

め
関
係
者
約
40
人
が
出
席
し
工
事
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
校
舎
は
、
昭
和
40
年
に
建

築
さ
れ
、
近
年
、
老
朽
化
も
激
し
く
、

建
て
替
え
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

新
校
舎
は
、
来
年
12
月
に
完
成
予

定
。
完
成
後
は
、
授
業
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
、
冬
休
み
期
間
中
に
引
っ

越
し
作
業
が
行
わ
れ
、
生
徒
は
新
校

舎
で
３
学
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　　　　さんが
文部科学大臣表彰

　

新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
48
回

全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議
会
」

の
席
上
で
、　
　
 
 

さ
ん
（
小
塩

地
区
）
が
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
普
及
に
尽
力
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
文
部
科
学
大
臣
か

ら
表
彰
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
昭
和
34
年
に
旧
岩
瀬
町

体
育
指
導
委
員
に
就
任
。
そ
の
間
、

体
育
協
会
長
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本

部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
各
種
競
技
の

普
及
・
振
興
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
も
桜
川
市
体
育
指
導
委
員
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
多
世
代

交
流
な
ど
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
報
告
に
石
川
教
育
長

（
写
真
右
）を
訪
ね
た　
　
　
　

さ
ん（
写
真
左
）

北関東自動車道の青木地区
共有地関係者が記念碑を建立

　

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
に
向

け
、
同
自
動
車
道
の
青
木
地
区
共
有

地
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
「
北
関
東
自

動
車
道
記
念
碑
」を
建
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
青
木
地
内
を
通
過
し
て

い
る
北
関
東
自
動
車
道
の
用
地
が
、

57
人
（
登
記
名
義
人
）
の
共
有
地
で

相
続
登
記
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
予
定
通
り
の
工
事
進
捗
と
地
域

発
展
を
願
う
、
共
有
地
関
係
者
と
道

路
用
地
占
有
者
の
皆
様
が
、
土
地
代

金
を
全
額
法
務
局
に
供
託
し
、
同
自

動
車
道
建
設
の
意
義
を
永
く
後
世
に

伝
え
る
た
め
関
係
者
一
同
の
意
を
込

め
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

青
木
地
区　

北
関
東
自
動
車
道
建
設
の
意
義

を
永
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
二に

の

宮み
や

公
園
（
青

木
地
区
）
内
に
同
道
路
を
見
上
げ
る
様
に
建

立
さ
れ
た
北
関
東
自
動
車
道
記
念
碑

つれづれの会が
「大

だい

徳
とく

川
がわ

展
てん

」と「戸
と

定
じょう

邸
てい

」見学

　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
つ

れ
づ
れ
の
会
」
の
み
な
さ
ん
が
、
東

京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
大

徳
川
展
」
と
水
戸
徳
川
家
最
後
の
藩

主
・
徳と

く

川が
わ

昭あ
き

武た
け

公
の
隠
居
「
戸
定
邸
」

（
松
戸
市
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
水
戸
市
と
茨
城
県
が
旧

弘
道
館
と
偕
楽
園
な
ど
の
史
跡
を
世

界
遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
提
案
書
を

文
化
庁
に
提
出
し
た
こ
と
か
ら
、
県

民
と
し
て
も
っ
と
水
戸
徳
川
家
の
こ

と
を
勉
強
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。「
徳
川
家
の
暮
ら
し
ぶ
り

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。」
と
、
参

加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
話
し
て
い
ま

し
た
。

茨
城
県
民
と
し
て
水
戸
徳
川
家
の
こ
と
を
勉

強
し
よ
う
と
、
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ

れ
た
「
大
徳
川
展
」
と
「
戸
定
邸
」
を
訪
れ
た
、

つ
れ
づ
れ
の
会
の
み
な
さ
ん

第2回桜川市家庭婦人
バレーボール連盟杯開催

　

岩
瀬
体
育
館
（
ラ
ス
カ
）
を
メ
イ

ン
開
場
に
「
第
２
回
桜
川
市
家
庭
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
杯
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
内
36
チ
ー
ム
が
参

加
。
優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
結
果
、
グ
レ
ー
ス
チ
ー

ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

優　

勝　

グ
レ
ー
ス
（
真
壁
地
区
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
真
上
）

準
優
勝　

元
岩
瀬
Ａ
（
岩
瀬
地
区
）

第
３
位　

元
岩
瀬
Ｚ
（
岩
瀬
地
区
）

36
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
「
第
２
回

桜
川
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
杯
」
で

優
勝
し
た
、
グ
レ
ー
ス
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん

第19回桜川市まかべ地区対抗
ゴルフ大会開催

16
チ
ー
ム
・
94
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
「
第

19
回
桜
川
市
ま
か
べ
地
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
」

で
、
優
勝
し
た
白
井
Ｂ
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん

86チームが参加して第２回桜川市真壁近隣
スポーツ少年団球技大会が開催
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ア
ジ
ア
下
館
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
「
第
19
回
桜
川
市
ま
か
べ
地
区
対

抗
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
に
は
、
16
チ
ー
ム
・
94
人
が

参
加
。
秋
空
の
下
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】　
　

団
体
グ
ロ
ス

優　

勝　

白
井
Ｂ
（
写
真
上
）

準
優
勝　

谷
貝
中
央

第
３
位　

山
尾

第
４
位　

亀
熊
Ｂ

第
５
位　

鍋
屋

大
和
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
の
起
工
式
で
鍬

入
れ
を
行
う
、
中
田
市
長
（
写
真
中
央
）・
白

田
県
議
会
議
員
（
写
真
左
）・
小
林
市
議
会
議

長
（
写
真
右
）

【結　果】
ミニバスケットボール　男子の部
　優　勝　 岩間男子ミニバスケットボール少年団（笠間市）
　準優勝　 下妻ジャスティス jr（下妻市）
　第３位　 小絹ミニバス（つくばみらい市）
　　〃　　 真壁男子ミニバス（桜川市・写真上）

ミニバスケットボール　女子の部
　優　勝　下辺見MBC（古河市）
　準優勝　要ミニバスケットボールスポーツ少年団（つくば市）
　第３位　下妻MBC（下妻市）
　　〃　　真壁女子ミニバス（桜川市・写真下）

こ　 まつ ざき きよし

「
第
２
回
桜
川
市
真
壁
近
隣
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
球
技
大
会
」
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
・
女

子
の
部
で
、第
３
位
に
輝
い
た
真
壁
男
子
ミ
ニ
バ
ス
（
写
真
上
）
チ
ー
ム
と
真
壁
女
子
ミ
ニ
バ
ス
（
写

真
下
）
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん

　

真
壁
運
動
場
・
体
育
館
、
大
和
体

育
館
、桃
山
中
体
育
館
を
会
場
に「
第

２
回
桜
川
市
真
壁
近
隣
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
球
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
は
、
真
壁
地
区
近
隣
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
軟
式
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子
・
女

子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
・
女
子
）

が
、
一
堂
に
会
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
友
好
と
親

睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

る
も
の
で
、
県
内
外
か
ら
計
86
チ
ー

ム
が
参
加
。

　

結
果
、
本
市
か
ら
参
加
の
真
壁
男

子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
真
壁
女

子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

が
第
３
位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
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30
日
（
日
）
は
21
時
、31
日
（
月
）

は
18
時
で
閉
館
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
筑
西
遊
湯
館
（

33-

５
１
５
１
）

県
西
総
合
公
園

■
休
業
日
／
平
成
19
年
12
月
31
日

（
月
）・
平
成
20
年
1
月
1
日
（
火
）

■
問
合
先
／
県
西
総
合
公
園
（

57-

５
６
３
１
）

環
境
セ
ン
タ
ー

■
休
業
期
間
／
平
成
19
年
12
月
29

日
（
土
）
〜
平
成
20
年
１
月
３
日

（
木
）

※
平
成
19
年
12
月
31
日
（
月
）
は
、

ご
み
の
持
ち
込
み
の
み
16
時
ま
で

受
付
。

■
問
合
先
／
環
境
セ
ン
タ
ー
（

33-

３
７
５
５
）

き
ぬ
聖
苑

■
休
業
期
間
／
平
成
19
年
12
月
31

日
（
月
・
友
引
）
〜
平
成
20
年
１

月
３
日
（
木
）

■
問
合
先
／
き
ぬ
聖
苑
（

33-

６
６
３
５
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

桜
川
市
臨
時
職
員
募
集職

員
課

■
職
種
／
総
合
運
動
公
園
の
屋
外

作
業
お
よ
び
事
務
・
管
理

■
募
集
人
員
／
施
設
管
理
員
１
人

■
任
用
期
間
／
平
成
20
年
１
月
〜

３
月
末
日
（
再
雇
用
有
り
）

■
勤
務
場
所
／
桜
川
市
総
合
運
動

公
園

■
勤
務
時
間
／
平
日:

８
時
30
分

〜
17
時
30
分
、
夜
間:

17
時
15
分

〜
21
時
45
分
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
（
休
日:

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
不
定
期
）

■
賃
金
／
７
６
３
円
（
時
間
）

■
勤
務
条
件
／
60
歳
ま
で
の
方

で
、
健
康
に
自
信
の
あ
る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で

■
申
込
締
切
／
12
月
18
日
（
火
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
職
員
課（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１

１
代
表
）

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
17
日
（
月
）
9
時

〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

■
場
所
／
真
壁
庁
舎
1
階
会
議
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１

１
、
内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
１

月
28
日
（
月
）
岩
瀬
庁
舎
１
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
の
収
集

生
活
環
境
課

■
休
業
期
間
／
平
成
20
年
１
月
１

日
（
火
）
〜
３
日
（
木
）

※
年
末
・
年
始
は
何
か
と
ゴ
ミ
が

多
く
出
る
時
期
で
す
が
、
収
集
日

ま
で
家
庭
で
管
理
し
、
指
定
さ
れ

た
収
集
日
に
出
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
し
尿
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

12
月
29
日
（
土
）
〜
平
成
20
年
1

月
3
日
（
木
）
ま
で
、
処
理
施
設

（
環
境
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
筑
北
環

境
衛
生
組
合
）
が
休
業
と
な
り
ま

す
。

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１

１
、
内
線
１
２
４
１
・
１
２
４
２
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は

買
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

生
活
環
境
課

　

近
年
、
精
神
的
な
豊
か
さ
を
求

め
、
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
飼
育
す

る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
飼
育
の
増
加
と
と
も

に
、
ペ
ッ
ト
の
散
歩
中
に
公
園
や

道
路
な
ど
に
フ
ン
を
放
置
す
る
な

ど
、
社
会
秩
序
や
飼
育
マ
ナ
ー
を

守
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
る
の
も

事
実
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
始
末
は
飼
い

主
の
責
任
で
す
。
散
歩
中
の
フ
ン

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
持

ち
帰
り
、
自
宅
ト
イ
レ
な
ど
で
適

性
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１

１
、
内
線
１
２
４
１
・
１
２
４
２
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

年
末
年
始
の
各
施
設
の
休
業

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

筑
西
遊
湯
館

■
休
業
日
／
平
成
20
年
１
月
１
日

（
火
）

※
平
成
19
年
12
月
29
日
（
土
）・

募　

集

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

12
月
の

　

納
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税　

  

７
期

介
護
保
険
料　
　
　

  

５
期

納
期
限:

12
月
25
日
（
火
）

配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
改
正

企
画
課
男
女
共
同
参
画
室

　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成
20

年
１
月
11
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
・
市
町

村
に
対
す
る
基
本
計
画
策
定
の
努

力
義
務
等
を
定
め
た
、
配
偶
者
暴

力
防
止
法
の
一
部
改
正
法
が
平
成

19
年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
、
７

月
11
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

■
改
正
の
主
な
内
容

・ 

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
／
生
命

又
は
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を
受

け
た
被
害
者
に
係
る
保
護
命

令
、
電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護

命
令
、
被
害
者
の
親
族
等
へ
の

接
近
禁
止
命
令

・ 

市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
の
努

力
義
務　

等

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１

１
代
表
）、
茨
城
県
福
祉
相
談
セ

ン
タ
ー
（

０
２
９-

２
２
１-

４
１
６
６
）

※
内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト

（h
ttp
://w

w
w
.g
en
d
er.g
o
.jp
/e

‐va
w
/in
d
ex
.h
tm

）
を
開
設
し

て
お
り
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

事
業
主
の
皆
様
の
公
正
な
採

用
選
考
を

筑
西
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
筑
西
）

面
接
時
に
不
適
切
な
質
問
を
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

人
権
問
題
は
理
解
し
て
い
る
つ

も
り
で
も
、
何
気
な
く
不
適
切
な

質
問
を
し
て
い
る
例
が
あ
り
ま

す
。
次
は
し
て
は
な
ら
な
い
質
問

の
例
で
す
。

■
本
人
に
責
任
の
な
い
事
柄

本
籍
・
住
所

・ 

あ
な
た
の
本
籍
地
は
ど
こ
で
す

か
。

・ 

あ
な
た
の
お
母
さ
ん
の
出
身
地

は
ど
こ
で
す
か
。

・ 

家
は
ど
の
辺
り
に
あ
り
ま
す
か
。

・ 

昔
か
ら
現
在
の
所
に
住
ん
で
い

る
の
で
す
か
。

・ 

あ
な
た
の
住
所
の
略
図
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

家
族
（
資
産
）
の
状
況

・ 

あ
な
た
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

は
ど
こ
に
勤
め
て
い
ま
す
か
。

・ 

あ
な
た
の
兄
弟
姉
妹
は
ど
こ
に

就
職
し
ま
し
た
か
。

・
何
人
家
族
で
す
か
。

・ 

家
族
状
況
（
続
柄
な
ど
）
に
つ

い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

あ
な
た
の
家
族
の
収
入
は
ど
れ

く
ら
い
で
す
か
。

お
知
ら
せ

・ 

あ
な
た
の
家
や
土
地
は
持
ち
家

で
す
か
、
借
家
で
す
か
。

■
本
来
、
自
由
で
あ
る
べ
き
も
の

思
想
・
信
条

・ 

尊
敬
す
る
人
を
言
っ
て
く
だ
さ

い
。

・ 

書
物
や
雑
誌
は
ど
ん
な
も
の
を

読
み
ま
す
か
。

・ 

あ
な
た
は
何
新
聞
を
読
み
ま
す

か
。

・ 

あ
な
た
の
信
条
と
す
る
言
葉
は

何
で
す
か
。

・ 

家
の
宗
教
は
何
で
す
か
。

・ 

何
政
党
を
支
持
し
て
い
ま
す
か
。

・ 

あ
な
た
は
神
や
仏
を
信
じ
る
方

で
す
か
。

※
な
お
、
女
性
に
限
定
し
て
の
質

問
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
い
け
な
い
の
？

　

大
切
な
こ
と
は
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
質
問
が
い
け
な
い
の
か
人
事

担
当
責
任
者
が
中
心
と
な
っ
て
関

係
者
み
ん
な
で
考
え
、
共
通
の
理

解
を
し
合
う
こ
と
で
す
。

■
本
籍
／
採
用
す
る
際
に
本
籍
を

調
べ
る
習
慣
は
、
わ
が
国
に
お
け

る
資
本
主
義
発
展
段
階
の
初
期
に

お
い
て
、
身
元
を
確
認
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
現

在
に
お
い
て
も
同
和
関
係
者
に
対

す
る
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認

識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
籍
は
、
人
事
の
習
慣
と
し
て

事
務
的
に
調
べ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
採
用
に
あ
た
っ
て

本
人
の
適
性
・
能
力
に
ま
っ
た
く

関
係
が
な
く
、
そ
の
無
意
識
の
行

為
が
多
く
の
同
和
関
係
者
を
大
き

な
不
安
に
お
と
し
い
れ
て
い
る
事

実
を
厳
し
く
考
え
て
く
だ
さ
い
。

■
思
想
・
信
条
／
「
思
想
」「
信
条
」

「
宗
教
」「
支
持
政
党
」
な
ど
は
、

思
想
の
自
由
、
信
教
の
自
由
な
ど

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
個
人
の
自
由

権
に
属
す
る
事
項
で
あ
り
、
そ
れ

を
採
用
選
考
に
持
ち
込
む
こ
と
が

正
し
く
な
い
こ
と
は
、
こ
と
さ
ら

に
説
明
を
要
し
な
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。

■
家
族
の
職
業
／
家
族
の
職
業
な

ど
を
聞
く
こ
と
は
、
応
募
し
て
き

た
人
の
適
性
や
能
力
を
考
え
る
の

で
は
な
く
、
本
人
の
責
め
に
帰
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
に
よ
っ

て
判
断
し
、
個
人
と
し
て
の
人
権

を
尊
重
し
な
い
考
え
方
に
よ
っ
て

評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

予
断
と
偏
見
に
み
ち
た
「
親
が

こ
う
だ
っ
た
か
ら
子
も
そ
う
だ
」

式
の
考
え
方
は
、
近
代
的
な
人
事

管
理
の
考
え
方
と
は
、
か
な
り
方

向
が
異
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
結
果
が
、
就
職
差
別

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
（
11
月
1
日
発
行
№

51
）
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
内

容
に
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

■
訂
正
箇
所

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス（
7
ペ
ー
ジ
）

「
秋
田
角
館
Ｌ
Ｃ
か
ら
真
壁
Ｌ

Ｃ
に
友
好
記
念
の
枝
垂
桜
が
寄

贈
」
の
写
真
の
説
明
文

誤　

 

角
館
Ｌ
Ｃ
・
真
壁
Ｌ
Ｃ「
友

好
記
念
枝
垂
桜
植
樹
祭
」

で
枝
垂
桜
の
植
樹
を
す
る

刈
部
真
壁
Ｌ
Ｃ
友
好
委
員

長
（
写
真
左
）
と
鈴
木
角

館
Ｌ
Ｃ
友
好
推
進
委
員
長

（
写
真
左
）

正　

 

角
館
Ｌ
Ｃ
・
真
壁
Ｌ
Ｃ「
友

好
記
念
枝
垂
桜
植
樹
祭
」

で
枝
垂
桜
の
植
樹
を
す
る

刈
部
真
壁
Ｌ
Ｃ
友
好
委
員

長
（
写
真
左
）
と
鈴
木
角

館
Ｌ
Ｃ
友
好
推
進
委
員
長

（
写
真
右
）

に
つ
な
が
る
と
し
た
ら
、
な
お
さ

ら
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

■
問
合
先
／
筑
西
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
筑
西
）（

０
２
９
６-

22-
２
１
８
８
）
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１月分 健 康 ガイド

１月の母と子の健康づくり
月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

１/23 (水) パパ・ママクラス 初妊婦と夫 10：00～14：30
母子健康手帳・テキスト／会
場：岩瀬福祉センター（要予
約）

１/25 (金) 離乳食教室
生後４か月～６か月児
と保護者

10：00～11：30
エプロン、三角巾またはバンダ
ナ、スリッパ、ふきん1枚／会
場：大和中央公民館（要予約）

《問合先》健康推進課　  58-5111・75-3111

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

1月の予防接種

月　　日 種　　　　　　目 対象および接種方法 受 付 時 間 持参する物

１/16 (水) ポリオ
生後３か月～７歳６か
月未満

13：15～13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

本年 4月から、ＢＣＧ・三種混合予防接種は個別接種となりました。対象年齢・接種期間を過ぎた方は、
任意接種（有料）となり依頼書が必要な場合がありますのでお問い合わせください。

１月の乳幼児健診・育児相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

１/15 (火) ３歳児健診 H16.10月・11月生 13：00～13：20

母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル歯ブラシ（子ど
も用と仕上げみがき用）、コッ
プ、尿、目と耳のアンケート用
紙

１/18 (金) ２歳児歯科健診 H17.10月・11月生 13：00～13：20

母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル、歯ブラシ（子
ども用と仕上げみがき用）、
コップ

１/21 (月) １歳児健診 H19.１月生 13：00～13：20
母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル

１/30 (水) ４～５か月児育児相談 H19.８月・９月生 ９：45～10：00
母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

１/９ (水) ４～５か月児育児相談 H19.８月・９月生 ９：45～10：00
母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル

１/17 (木) １歳児健診 H18.12月・H19.１月生 13：00～13：20
母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル

１/31 (木) １歳６か月児健診 H18.４月・５月生 13：00～13：20
母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル、歯ブラシ（子
ども用と仕上げみがき用）

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

１/１ (火)

上の原病院 上野原地新田159- 2 0296- 75- 3128

 9：00～12：00

13：00～16：00

(保険証は必ず持参）

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

１/２ (水)

阿部田医院 真壁町亀熊123- 1 0296- 55- 0305

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

１/３ (木)

大和クリニック 大国玉2513- 12 0296- 58- 7788

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

１/６ (日)

根本医院 真壁町真壁202 0296- 55- 0027

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

１/13 (日)

平島医院 岩瀬198 0296- 75- 2510

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

１/14 (月)

つくし野クリニック 真壁町椎尾2022 0296- 20- 7755

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

１/20 (日)

山王病院 岩瀬42 0296- 75- 0600

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

１/27 (日)

なかはら整形外科医院 真壁町飯塚496- 1 0296- 23- 9955

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

１月の休日応急診療医療機関

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

１/17 (木) こころの健康相談 13：00～15：00
精神科医師が担当し、秘密は厳守されます。会場：大
和ふれあいセンター「シトラス」（要予約）

第1・２・3・
4火曜日

精神保健デイケア ９：30～11：30
仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどう
ぞ。（要申込）

１月の精神保健

１月の市民健康講座
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

１/24 (木) 会場／岩瀬福祉センター 全市民対象 13：30 ～ 15：00

メタボリックシンドロームの予
防（りんご型肥満は要注意）講
師／平島医院：平島康嗣先生（前
日までに申し込みが必要）
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　今まで市などで実施していた健診は、平成 20年

4月より、医療保険者（国民健康保険、健康保険組

合、政府管掌健康保険、共済組合など）が特定健診・

特定保健指導を実施します。

　メタボリックシンドロームをはじめとする生活習

慣病は、気づかないうちに進行します。さらに、そ

の状態を放置しておくと、脳卒中や心臓病・糖尿病

やその合併症などの生活習慣病を引き起こす危険が

増大します。

　特定健診では、メタボリックシンドロームを中心

に異常をチェックし、「腹囲測定」や「LDL コレス

テロール」などの検査項目が新しく加えられます。

　また、特定保健指導では、生活習慣病発病の危険

度により対象者をグループ分けして、個人の健康状

態やライフスタイルに応じ、本人に適した保健指導

（改善と予防に向けた支援）が行われます。健診で

異常がみつけられた段階で、生活改善などにより予

防につとめていれば、心臓病や脳卒中などの深刻な

生活習慣病を発病しないですむ可能性が高くなりま

す。

国保年金課・健康推進課

平成 20年 4月より
健康診断のしくみが大きく変わります

　近年、日本では生活習慣病が増え続けて

います。生活習慣病に起因する死因では全

死亡の約 2/3、生活習慣病による医療費で

は全医療費の約 1/3 を占めています。こう

した生活習慣病の増加やその医療費の増大

をくい止めるため、メタボリックシンド

ローム（内臓脂肪症候群）に着目し、メタ

ボリックシンドロームおよびその予備群の

人を見つけるため「特定健診」「特定保健

指導」がはじまります。これに伴い、市で

実施してきました健診の仕組みが大きく変

わります。

　40歳以上74歳以下の医療保険の被保険者（本人）

と被扶養者（家族）の全員が対象となります。

　実施主体である医療保険者から、受診機関や受診

日などについてのお知らせや受診券・利用券などが

送られますのでご覧ください。詳しくは医療保険者

にお問い合わせください。

　がん検診や骨粗しょう症検診など特定健診以外の

検診については、今までどおり市町村が実施します。

特定健診・特定保健指導がはじまります

●健診の実施主体は医療保険者となります

●健診・保健指導の内容がかわります

●特定健診の受け方

メタボリックシンド
ロームは、ほんの少
し生活習慣を見直し
・継続することで改
善が可能です。

（心筋梗塞、
　狭心症など）

食べ過ぎ、飲み過ぎ、運動不足、
喫煙など

内臓のまわりに脂肪がたまる
（内臓脂肪型肥満）

メタボリックシンドローム

危険
因子

危険
因子 高脂血症 危険

因子 高血圧
危険
因子 高血糖

すると

放置

心 臓 病
（脳出血、
　脳梗塞）

脳 卒 中
（人工透析・
　失明など）

糖尿病合併症
こうそく

●特定健診の対象となる人

●特定健診以外は今までどおり市町村です
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選
挙
人
名
簿
登
載
の
資
格
要
件

　

名
簿
に
登
載
で
き
る
方
は
、
平
成

20
年
１
月
１
日
現
在
、
桜
川
市
内
に

住
所
を
有
し
、20
歳
以
上（
昭
和
63
年

４
月
１
日
以
前
に
出
生
）で
、次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
で
す
。

① 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
経
営
主
の
方

② 　

①
の
経
営
主
の
同
居
の
親
族
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て

い
る
方

③ 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合

農業委員会委員

選挙人名簿登載

申請書の提出

を忘れずに

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
桜
川
市

に
住
所
の
あ
る
資
格
要
件
を
備
え
て
い
る
方
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
選

挙
資
格
を
審
査
し
た
う
え
で
作
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
な
い
と
、
投
票
も
リ
コ
ー
ル
の
請
求
も

で
き
ま
せ
ん
の
で
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

員
、社
員
ま
た
は
株
主
で
あ
っ
て
、

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に

従
事
し
て
い
る
方　

申
請
手
続

　

例
年
ど
お
り
、
12
月
の
中
旬
に
区

長
を
通
じ
て
「
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
の
配
布
お

よ
び
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
す
る
予

定
で
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
農
業
委
員
会
事

務
局
（
〒
３
０
０-

４
４
９
５　

桜

川
市
真
壁
町
飯
塚
９
１
１
・

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
３
１
８
１
）

■
広
告
の
規
格
と
掲
載
料
／
広
告

掲
載
欄
は
広
報
「
さ
く
ら
が
わ
」

の
下
面
を
広
告
ス
ペ
ー
ス
と
い
た

し
ま
す
。（
下
部
参
照
）

・ 

１
枠（
29
㎜
×
85
㎜
）
１
色（
黒
）

　

刷
り
／
１
万
円

・ 

２
枠
通
し（
29
㎜
×
１
７
２
㎜
）

　

１
色（
黒
）刷
り
／
２
万
円

■
掲
載
で
き
る
広
告
／
掲
載
で
き

る
広
告
は
、
次
に
掲
げ
る
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

・ 

広
告
媒
体
の
公
共
性
及
び
品
位

　

を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
も
の

・ 

市
内
及
び
周
辺
地
域
の
産
業
の

発
展
に
資
す
る
も
の

・ 

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律（
昭

和
23
年
法
律
第
１
２
２
号
）
第

２
条
に
掲
げ
る
営
業
に
該
当
し

な
い
も
の

・ 

政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
意
見

広
告
又
は
個
人
的
宣
伝
に
係
る

も
の
で
な
い
こ
と

・ 

公
の
秩
序
に
反
し
な
い
も
の

・ 

そ
の
他
公
益
上
特
に
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

■
申
込
期
限
／
平
成
20
年
１
月
31

日
（
木
）
ま
で

■
申
込
方
法
／
秘
書
広
報
課
広
報

広
聴
係
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
・
応
募
先
／
秘
書
広
報

課
広
報
広
聴
係
（

58-

５
１
１

１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１

２
６
７
）

　

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
や
市
民
の
皆
様
の
生
活
に
密
着
し
た

情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
広
報
「
さ
く
ら
が
わ
」（
毎

月
1
日
発
行
分
）
へ
の
有
料
広
告
の
掲
載
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

広
報
「
さ
く
ら
が
わ
」
は
、
毎
月
１
５

０
０
０
部
印
刷
さ
れ
、
市

内
の
全
世
帯
と
公
共
施
設
に
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
き
な
Ｐ
Ｒ
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広
報
「
さ
く
ら
が
わ
」
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

広告
募集中
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書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

大和中央公民館図書室
《児童図書》
星になった少年　　　　　　　　　　島田　和子
戦争孤児ロンくんの涙　　　　　　　アンドレア･ウォーレン
マンボウのマリノちゃんありがとう　中谷　優子
サンタクロースとぎんのくま　　　　マレーク
こぐまのクリスマス　　　　　　　　Ｂ・ギャレル
《一般図書》
あなたの御父母を私に委ねてください　渡邉　美樹
ひとりずもう　　　　　　　　　　　さくらももこ
ヤンキー母校に生きる　　　　　　　義家　弘介
そのまんま日記　　　　　　　　　　東国原英夫
マツケンレシピ２　　　　　　　　　松平　　健

【今月のおすすめ図書】

こころの絵本（全５巻）
つちだよしはる

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】

「もう頭にきた！」と
思ったときに読む本

ジャッキー･ラボフ　著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

真壁中央公民館図書室

【今月のおすすめ図書】

地球の秘密
坪田　愛華

《児童図書》
クリスマスの子犬　　　　R ･ G ･イントレイター　作
　　　　　　　　　　　　若林千鶴　訳　むかいながまさ　絵
宇宙ステーションにかけた夢　　　　渡辺　英幸
ようこそ宇宙の研究室へ　　　　　　布施　哲治
《一般図書》
パズル･パレス（上）（下）　　　　　 ダン･ブラウン
狼花　　　　　　　　　　　　　　　大沢　在昌
一瞬でいい　　　　　　　　　　　　唯川　　恵
君はどの星から来たの（上）（下）　　チョン･ユギョン
ひとがた流し　　　　　　　　　　　北村　　薫

小学生低学年向
きつねのでんわボックス　　　　　　戸田　和代
さよならチワオ　　　　　　　　　　なりゆきわかこ
もりのなかよし　　　　　　　　　　つちだよしはる
トキのキンちゃん　　　　　　　　　いもとようこ
小学校中学年向
クリスマスの子犬　　　　　　　　　Ｒ･Ｇ･イントレイター
ジュディ･モード、地球をすくう！　　メーガン･マクドナルド
カマキリとクモのふしぎ　　　　　　小林清之助
小学校高学年向
命のバトンタッチ　障がいを負った犬･未来　今西　乃子
谷本記者のむしむし通信　　　　　　　谷本　雄治
ナディアおばさんの予言　　　　　　マリー･デプルシャン

～冬休み子ども読書感想文課題図書～

～・～・～冬休み読書感想文を書いてみませんか？～・～・～

貸
出
期
間 

▼ 

本:

２
週
間
（
１
人
５
冊
）
／

　
　
　
　

 　

 

ビ
デ
オ:

１
週
間
（
１
人
１
本
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

55-

０
１
５
９
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桜
川
文
芸

　
　

俳　

句

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

秋
の
雨
老
い
ゆ
く
事
も
易
か
ら
ず

鈴
木
ふ
み
い

括
ら
れ
て
己
が
重
さ
の
乱
菊

古
橋　

益
子

残
り
菊
香
り
運
び
し
風
や
さ
し

成
田　

あ
さ

秋
深
む
小
さ
な
気
配
り
老
い
二
人

鈴
木
登
美
子

雑
穀
で
つ
な
ぎ
し
命
守
る
冬

田
代
て
い
子

た
ど
り
来
し
古
刹
の
寺
や
秋
の
風

岩
渕
の
ぶ
子

【
桜
川
岩
瀬
俳
句
会
】

庭
先
に
吾
を
励
ま
す
冬
す
み
れ

福
田　

ま
さ

遠
景
は
嶺
の
彩
ま
す
紅
葉
か
な

菊
池　

す
い

名
園
の
池
に
友
呼
ぶ
浮
寝
鳥

大
関
し
づ
子

木
枯
し
や
微
笑
み
か
け
る
野
の
佛

長
井　

冬
扇

稔
り
た
る
田
水
ご
う
ご
う
落
さ
れ
て
大
役
せ
し

を
忘
ら
る
る
ご
と

萩
原
き
し
の

せ
が
ま
れ
て
孫
に
つ
く
り
し
ブ
ラ
ン
コ
に
揺
ら

れ
て
秋
の
風
と
た
わ
む
る

浜
野
和　

操

子
は
捨
て
る
夫
は
捨
て
る
な
と
ゴ
ミ
論
争
古
き

家
具
類
蔵
に
争
ふ

大
関　

節
子

う
だ
る
よ
な
水
槽
の
な
か
の
錢
亀
に
気
づ
か
ず

命
奪
ひ
し
は
吾
か

大
関
に
ち
子

今
な
ほ
強
き
初
秋
の
陽
に
照
る
葉
の
陰
に
柿
の

実
丸
く
は
つ
か
色
づ
く

古
賀　
　

澄

明
け
き
ら
ぬ
宮
の
森
よ
り
蜩
の
声
聞
え
き
て
今

日
が
は
じ
ま
る

鈴
木
美
津
子

台
風
の
避
け
て
通
り
し
桜
川
市
鎮
守
の
神
へ
お

礼
参
り
す

恩
田
紀
三
子

米
寿
祝ほ

ぐ
知
事
よ
り
妻
へ
の
褒
状
を
吾
の
に
添

へ
て
孫
は
掲
ぐ
る

中
原　

宇
内

年と

齢し

重
ね
子
や
孫
達
に
囲
ま
れ
し
金
婚
の
宴

う
た
げ

ヒ

ル
ト
ン
の
夕
べ

長
谷
川
玲
子

冬
紅
葉
燃
え
る
出
逢
い
も
あ
り
に
け
り

石
堀　

み
き

　
　

短　

歌

【
や
ま
と
短
歌
会
】

地
蔵
盆
の
白
き
前
掛
縫
い
終
え
て
墨
く
ろ
ぐ
ろ

と
子
等
の
名
を
書
く

西
岡　

和
子

岩
瀬
城
将
軍
の
ご
と
き
髭
の
翁　

幼
な
面
影
少

し
の
こ
し
ぬ

高
橋
ミ
ツ
エ

樫
の
木
の
精
に
抱
か
れ
里
の
子
ら
枝
か
ら
枝
へ

軽
が
る
移
る

深
谷　

快
子

純
白
の
帆
船
い
く
た
大
海
を
ゆ
き
つ
も
ど
り
つ

黒
き
を
捌
く

野
村　

幸
男

命
あ
ら
ば
三み

度た
び

行
き
た
し
若
き
父
の
い
の
ち
果

て
た
る
戦
場
の
跡

栗
崎
よ
し
の

築
山
殿
の
墓
所
の
樒
の
花
咲
け
ば
切
ら
れ
し
梢

を
な
げ
く
伯
母
亡
し

塚
田　

沙
玲

【
岩
瀬
短
歌
会
】
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田
た

山
やま

　皓
こう

星
せい

ちゃん

 平成 17年 9月 16 日生

（友部地区）

　「ねんりんピック」の愛

称で親しまれている「全国健康福祉祭」

が茨城県で開催され、県内 19市 2町で

25種目の交流大会が開催されました。

　桜川市では「ソフトボール交流大会」

が開催され、全国から66チーム・約1,000

人の選手団が参集。郷土代表の誇りを胸

に、高齢者とは思えないようなピッチン

グや豪快なバッティングを披露しました。

【 表 紙 】

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（ 58-5111・75-3111 ／内線 1267）までお申込みください。

柏
かしわぎ

木　彩
さ

希
き

ちゃん（写真右）

 平成 14年５月７日生

柏
かしわぎ

木　舞
ま

音
お

ちゃん（写真左）

 平成 17年７月４日生

（真壁町長岡地区）

め
、
昭
和
24
年
か
ら
全
国
で
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
58
回
目
を

迎
え
た
今
大
会
に
は
、
県
西
地
区

10
市
町
か
ら
14
の
消
防
団
が
参

加
。
約
60
㍍
先
の
的
に
向
か
っ
て

ポ
ン
プ
車
か
ら
ホ
ー
ス
を
延
ば
し

放
水
し
、
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間

や
正
確
性
で
競
わ
れ
ま
す
。

　

分
団
員
は
、
７
月
中
旬
か
ら
の

練
習
開
始
か
ら
実
に
３
か
月
半
も

の
間
、
市
消
防
団
本
部
と
大
和
消

防
分
署
の
方
々
の
熱
心
な
指
導
の

下
、
厳
し
い
訓
練
に
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
長
い

間
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

10
月
28
日
（
日
）、
古
河
市
広
域

中
央
運
動
公
園
で
「
第
58
回
茨
城

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会　

県
西

地
区
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
消
防
団
第
18
分
団

（
真ま

が
さ
き
か
お
る

崎
薫
分
団
長
）、
第
23
分
団

増ま
す
ぶ
ち
し
げ
る

渕
茂
分
団
長
）、
第
24
分
団

（
廣ひ

ろ

澤さ
わ

正
し
ょ
う

一い
ち

分
団
長
）
が
桜
川
市

代
表
と
し
て
出
場
。
見
事
な
放
水

操
作
を
披
露
し
準
優
勝
の
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
野の

澤ざ
わ

和か

ず

と人

さ
ん
が
2
番
員
の
部
で
優
秀
選
手

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
技

術
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
た

分
団
員
は
、
大
観
衆
が
見
守
る
中
、
大
き

な
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
息
の
合
っ
た
ス

ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
放
水
操
作
を
披
露
し

ま
し
た
。

３
か
月
半
の
厳
し
い
訓
練
に
取
り
組
ん
で
、

見
事
準
優
勝
し
た
消
防
団
第
18
分
団
・
第

23
分
団
・
第
24
分
団
と
大
和
消
防
分
署
の

み
な
さ
ん

〜 
第
58
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会 

県
西
地
区
大
会 

〜

準優勝

お母さんからひとこと

　癒し系・わがまま王子。

　当たり前の成長をそば

で見守る事ができてとて

も幸せです。

　これからもよろしく

ね！コーセー☆

お母さんからひとこと

　おしゃれ・お絵描き大

好き彩希と、動物・まま

ごと大好き舞音の姉妹。

　けんかもするけど、と

ても仲良しです。これか

らもずっと仲良くいてね。

桜
川
市
消
防
団
が

見
事
な
放
水
操
作


